
朝
日

新
聞
、
Ａ
Ｓ
Ａ
、
あ
さ

ポ
ケ
は

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

２
月

17
日
、
東
林
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
ベ
ル
マ
ー

ク
担
当
の

越
智
さ
ん
が
Ａ
Ｓ
Ａ
イ
ワ
サ

キ
に
来
社
さ
れ
、
岩
﨑

本
部
長

が
読
者

か
ら
お
預
か
り
し
た
ベ
ル

マ
ー
ク
と
使

用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ

を
寄
贈

し
ま
し
た
。
今

回
お
渡
し
し
た
の
は
ベ

ル
マ
ー
ク

29
名
分
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
８
名
分
で
す
。

越
智
さ
ん
の
報
告
で
は
、
昨
年

11
月

の
Ａ
Ｓ
Ａ

寄
贈
分
は

３
９
０
９
・
６
点

あ
っ
た
そ
う
で
、
学
校
全
体
で

集
ま
る

ベ
ル
マ
ー
ク
の

約
４
分
の
１
は

Ａ
Ｓ
Ａ

か
ら
の

寄
贈
分
だ
そ

う
で
す

。
「
地
域

の
み
な
さ

ん
の
ご
協

力
と
朝
日
新
聞
さ

ん
に
た

い
へ
ん
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な

お
、
東

林
小
で
は
東
林

公
民
館
に

ベ
ル

マ
ー
ク
回
収
箱

と
使

用
済
み
イ

ン

ク
カ

ー
ト

リ
ッ
ジ
回
収

箱
を

置
い
て

い

ま
す

。
ま
た
、
北
地

区
文

化
セ

ン
タ
ー

に
は

相
模
野
小
の
ベ
ル

マ
ー
ク
回
収

箱

が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
へ
の
ご
協

力
も
お
願
い
し
ま
す
。

ベ

ル
マ
ー
ク
は

１
点

１
円
。
集
め
て

で
き
る
地
域
貢
献
運
動

で
す
。
地
元
の

学
校
や
幼
稚

園
な
ど
で
教

材
や
備
品
と

な
り

、
子
供
た
ち
の
た

め
に
役

立
っ
て

い
ま

す
。
な
お

、
キ

ヤ
ノ
ン
、
エ
プ
ソ

ン
の
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ

ッ
ジ
は
、
１
つ

ベ
ル

マ
ー
ク
５
点

分
な
の
で
、
ベ
ル

マ
ー
ク
と

同
じ
扱
い

で
回
収
し
て
い
ま
す
。

ベ

ル
マ
ー
ク
を

集
め
た
ら
、
Ａ
Ｓ

Ａ

イ
ワ
サ
キ

０

４
２

（
７
４
３
）
０

３

９
８
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ

い
。
ま
た
、

直
接

、
Ａ
Ｓ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
に

お
預
け

頂

い
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
女
子
美
・
大
学
院
修
了
生
作
品
展

開
催

中
～
３
月

20
日

ま
で
、

10
時

～

17
時
、
女
子
美
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
麻

溝
台
）
で
。
入
場

無
料
。
大
学

院
を
修
了
す
る
学
生
の

作
品
約

50
点
を

展
示
。
絵
画

、
立
体

、
映

像
、
工

芸
な

ど

様
々
な
分

野
の
ア
ー
ト

が
楽
し

め
る
。

問
合
せ
＝
女

子
美

ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム

０
４
２
（
７
７
８
）
６
８
０
１
。

■
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

３
月

17
日

、

31
日

、
４
月

14
日


、
い
ず
れ
も

10
時
か
ら
２
時
間
程

度
、

東
林
間
５

８

４
「
居
酒
屋
わ
か
ば
」

で

。
フ
ァ
ブ
リ

ッ
ク
ペ
イ

ン
ト
は
、
布

に

ス
テ
ン
シ
ル
で
ペ
イ
ン
ト

す
る
ア
ー

ト

で
す
。
無
地
の

服
や
バ
ッ
グ
に
素
敵

な

柄
を
描

き
ま

す
。
材

料
費
２
千
円

。

黒

い
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
持
参
。

申

込

み

・

問
合

せ

＝

居

酒

屋
わ

か

ば

（

作
山
）

０
４
２
（
７
６
５
）
０

５

８
８
（
お
電
話
は

17
時
以
降
に
）
。

■
役
立
つ
「
お
葬
式
セ
ミ
ナ
ー
」

３
月

21
日


13
時

30
分
～

15
時

30

分

、
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
座

間
・

大
会

議

室
で
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全

国
葬
送

支
援

協

議
会
主
催
の
お
葬
式

に
関
す
る

正
し

い

情
報

や
最

新
情
報
を

提
供
す
る

セ
ミ

ナ
ー
。
テ

ー
マ
は

「
あ
な
た
の
お
葬
式

い
く
ら
？
」
。
参
加

無
料
、
定
員

60
名
。

申
込
み

・
問
合

せ
＝
同
協

議
会
（
ふ
じ

み
式
典
内
）

０
１
２
０
（
６
４
）
７

７
６
４
。

■
春
休
み
子
供
映
画
会

３
月

28
日


10
時
～
、
北
地
区
文
化

セ
ン
タ
ー
で

。
『
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
２

』
を
上
映
。
入
場
自
由
（
幼

児
は

保
護
者

同
伴
）
。
希
望
者

は
当

日
直
接

会
場
へ

。
問
合
せ
＝
北
地

区
文

化
セ
ン

タ
ー

０
４
２

（
７
４

７
）
３
３
６
１
。

■
北
文
キ
ッ
ズ
よ
さ
こ
い
参
加
者
募
集

４
月
４
日
の
相
模
が
丘
さ
く
ら
祭
り

で
、
よ
さ
こ
い

鳴
子
踊
り
を
踊
る
子
供

を
募

集
。
対
象

は
座
間

市
在
住
の
小
学

生
以
上

で
、
５
回
以
上

練
習
に
参
加
で

き
る
方
。
練
習
は
３
月

13
日
～
全
７
回
、

北
文

で
実
施

。
参

加
無
料
。
申
込

み
＝

北
地

区
文
化
セ
ン
タ
ー

０
４
２

（
７

４
７
）
３
３
６
１
。

■
成
人
学
級

準
備
委
員
募
集

東
林
公
民
館
で
は
、

10
月
に
開
講
予

定
の

成
人
学
級
の
準
備

委
員
を
募

集
中

で
す

。
自
分
た
ち
で

事
業
内

容
を
企

画

し
運
営
し
ま

す
。
委
員
会
は

４
月
か
ら

月
１
～
２

回
程

度
開
催

。
公

民
館
区
内

在
住
の
成
人
で
、
地
域
の
た

め
に
何

か

お
手

伝
い
し
た
い
と

い
う
方
、
ぜ
ひ

ご

参
加
く
だ
さ

い
。
申
込

み
＝
東
林
公

民

館

０
４
２
（
７
４
４
）
０
０
８
７
。

■
高
齢
者
学
級

準
備
委
員
募
集

東

林
公
民
館
で
は

、
今
秋
開
講
す
る

高
齢
者
学
級
の

準
備

委
員
を
募

集
中
で

す
。
公
民
館
区
内
の

60
歳
以
上
の
方
で
、

文
学

、
歴
史
、
社
会
経

済
、
健
康
な
ど

大
人
の
学
び

を
企
画

、
指
導
し
て
く
だ

さ
る
方
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込

み
＝
東
林

公
民
館

０
４
２
（
７

４
４
）
０
０
８
７
。

朝
日
新
聞
と
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ａ
は
読
者
の
集
め
た
ベ
ル
マ
ー
ク
を
近
隣
の
学
校
に
届
け
て
い
ま
す
。
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
た
ら
、
Ａ
Ｓ
Ａ
イ
ワ
サ
キ

０
４
２
（
７
４
３
）０
３
９
８
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

[2010年３月14日発行]

学
期
末
に
な
る
と
小
中
学
生
は
学
校
に
た
め

て
い
た
テ
ス
ト
や
工
作
物
な
ど
の
作
品
を
家
に

持
っ
て
帰
り
ま
す
。
そ
の
テ
ス
ト
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
以
前
お
話
し
て
い
ま
す
か
ら
こ
こ

で
は
省
き
ま
す
。
今
回
は
子
供
の
工
作
物
や
絵

画
な
ど
の
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
話
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
家
で
は
未

だ
子
供
た
ち
の
当
時
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

掃
除
し
た
り
引
越
し
し
た
り
す
る
と
そ
れ
ら
の

作
品
は
は
っ
き
り
言
っ
て
邪
魔
で
す
。
私
な
ど

は
自
分
が
大
事
に
し
て
い
る
本
で
さ
え
捨
て
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
や
子
供
の

そ
ん
な
小
中
高
時
代
の
作
品
な
ん
か
「
も
う
捨

て
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
う
と
、
家
内

は
決
ま
っ
て
「
だ
め
っ
」
と
私
を
叱
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命
描
い
た
絵

や
一
生
懸
命
作
っ
た
工
作
品
で
す
。
そ
う
粗
末

に
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
う
言
わ
れ

て
し
ま
う
と
無
碍
（
む
げ
）
に
捨
て
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
家
で
は
、
子
供
が

学
校
か
ら
作
品
を
持
っ
て
帰
る
と
、
し
ば
ら
く

は
よ
く
家
の
壁
に
貼
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
た

と
え
学
校
で
賞
を
も
ら
っ
て
い
よ
う
と
い
ま
い

と
、
で
す
。
期
間
限
定
の
即
席
「
家
庭
展
示
会
」

で
す
。
当
時
は
単
に
子
供
に
自
信
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
今
思
え
ば
、
子
供

の
「
自
己
重
要
感
」
を
高
め
る
役
目
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
勉
強
さ
え
し
て
い
れ
ば
親
は
自
分
の
こ
と

を
認
め
て
く
れ
る
（
つ
ま
り
、
大
事
に
し
て
く

れ
る
）
」
で
は
、
子
供
の
心
は
ゆ
が
ん
で
い
き

ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
本
当
に
愛
し
て
く
れ
る

の
な
ら
子
供
は
自
分
の
全
部
を
認
め
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
賞
を
取
れ
な
か
っ

た
作
品
で
す
ら
親
が
大
事
に
し
て
く
れ
る
と
い

う
姿
を
見
せ
れ
ば
、
自
ず
と
子
供
の
心
は
素
直

に
ま
っ
す
ぐ
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
他
愛
も

な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
意
外
と
こ
れ
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
逆
の
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
く
分
か

り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が
精
魂
こ
め
て
作
っ

た
料
理
を
「
こ
ん
な
の
お
い
し
く
な
い
っ
！
」

と
粗
末
に
扱
わ
れ
た
ら
気
分
を
害
し
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
と
同
じ
で
す
。
大
人
で
さ
え
そ
う
な
の
で

す
か
ら
、
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
無
碍
に
扱
わ

れ
る
と
、
子
供
な
ら
一
層
傷
つ
き
ま
す
。

勉
強
に
限
ら
ず
、
自
主
的
、
自
発
的
に
物
事

に
取
り
組
む
子
供
に
育
て
た
い
の
な
ら
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
も
ち
ょ
っ
と
気
遣
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
絵
な
ら
壁
に
貼
り
、
工
作
品

な
ら
玄
関
に
で
も
飾
っ
て
あ
げ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
子
供
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ヤ
で
も
上

が
り
ま
す
よ
。

【人口と世帯数】 相模原市（２月１日現在）＝人口７１２,８８３人（４０減）・世帯数２９９,１６０世帯（２８増） / 座間市（２月１日現在）人口１２８,９８９人（２６減）・世帯数５３,７２７世帯（４減）

手

話
サ
ー
ク
ル
『
星
の

会
』
の
指

導

に
よ
る

『
は
じ

め
て
の

手

話
講
座
』
が
、

２
月
６
、

13
、

20
日
の
３
日
間
、
北
地

区
文
化
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
、
幼
稚

園

児

か
ら
中
学
２
年
生
、
そ
の
保
護
者
の

23

人
が
参
加
し
た
。

声
を
出
さ
ず
に
生
活

を
疑
似
体
験

す

る
こ
と
で
聴

覚
障
害
者

へ
の
理
解
を
深

め
る
「
モ

コ
ゲ
ー
ム
」
や
、
手

話
や
指

文
字
の

練
習
、
伝
言

ゲ
ー
ム
、
聴

覚
障

害
者
と

一
緒
に

チ
ョ
コ
ク
ッ
キ

ー
作
り

な
ど
が
行
わ
れ

た
。
モ

コ
ゲ
ー
ム
で
は
、

駅
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
場
面
を
疑
似
体
験
。

話
せ
な
い
こ
と
、
聞
こ
え
な

い
こ
と
の

苦
労

や
大
変
さ
を
実

感
し
た
よ
う
だ
っ

た
。「

手

話
そ
の

も
の
だ
け

で
な
く

、
耳

の
不
自
由
な

方
の
生
活
や
様
子
が
想
像

で

き
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
「
ゲ
ー

ム
な
ど
を
取
り
入
れ
、
子
供

た
ち
が
楽

し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」

な
ど
は
参
加
し
た
保
護
者
の

感
想
。
子

供

た
ち
は
「
耳
の

聞
こ
え
な

い
人
と
話

せ
そ
う
で
す
」
「
（
講
座
が
）
５
回
な

ら

も
っ
と
色
々
な
手

話
が
覚
え
ら
れ
る

の

に
…
」
な
ど
と

話
し

、
も
っ
と

勉
強

し
て
み
た
い
と
意
欲
的
だ
っ
た
。

■
あ
さ
ポ
ケ
次
号
は
４
月

11
日

の
発
行
で
す
。

相
模
原

市

立
総
合
学

習
セ
ン
タ

ー
が

募

集
し
た
平
成

21
年
度
『
教
育
実
践
研

究

論
文
』
の

表
彰
式
が
３
月
３
日
、
同

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

こ
の

論
文
は
保

育
・
幼
稚

園
、
小
・

中
・
高
校

、
各
種

団
体
・
個
人
な
ど
、

子
供
の
教

育
に
関
わ
る

人
が
対
象

で
、

健

全

育
成
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場

で
の
実
践
や
研
究
を
ま

と
め
た
も
の
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
優

秀
な
論
文

を
表
彰

し

、
創
意

あ
ふ
れ
る
優
れ
た
活

動
を
広

く
紹
介
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同

市
教

育

の

更
な
る
充
実
と

発
展
に
役

立
て
た
い

と
い
う
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

【
教
育
長
賞
】
村

田
美
樹
（
鹿

島
台

小
教
諭
）
ほ

か

『
夢

を
育
む

「
キ
ャ

リ

ア
教

育
」
～
社
会
を

支
え
る

日
の
た

め
に
～
』

【
優
秀
賞
】

〈
学
校
教
育
・
幼
児
教

育
の
部
〉
▼

傳
田
由
美

子
（
谷
口
台

小

教
頭
）
『
児

童
の
生
活
に
根
ざ
し
た

道

徳
指
導
の
あ
り

方
～
身

近
な
で
き
ご
と

を
教

材
に
し
て
～
』
▼
髙

野
良
彦
（
青

野
原

中
校
長
）
ほ
か

『
学

校
間
評
価

を
取
り

入
れ
た
学

校
評
価
の

改
善
～
魅

力

あ
る

学

校

づ

く
り

に

む

け

て
～

』

〈
社

会
教
育

の
部
〉
渡
辺
建
（
相
模
原

に

冒
険

遊

び
場

を

作

る
会

）
ほ

か

『
初
級
プ
レ
イ
リ

ー
ダ
ー
養
成

講
座
２

０
０
８
～
プ
レ
イ

リ
ー
ダ

ー
の

育
成

と

冒
険
遊
び
場
の
可
能
性
～
』

【
奨
励
賞
】
▼

古
川

節
子
（

淵
野
辺

小
栄
養
教
諭
）
『
学

校
給
食
を
活
か
し

た
食
事
の
実
践
』
▼

大
野
隆
（
東
林

小

教
諭
）
『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
適

し

た
特
別

支
援
教

育
の
進
め
方
』
▼
加

瀨

加
寿

恵
（
向

陽
小
教
諭
）
『
自

作
教

材

を
活
か
し
た

楽
し

い
社
会

科
学
習
』
▼

永

井
千

都

子

（

串

川

中

事

務
主

査

）

『
教
職
員
の
相
互
理
解
と

や
る
気
を
高

め
る
文
書
管
理
の
運
用
』

毎
年
５
月
４
日
、
５
日
に

新
磯
地
区

の
相
模
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
る

「
相
模

の

大
凧
ま
つ
り
」
で
揚
げ
ら
れ
る
大
凧

の
題
字
が
『
祝
政
』
に
決
ま
り
１
月

29

日
、
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
石
川
龍

二
委
員
長
ら

が
加
山
市
長

に
報
告
し
揮

毫
（
※
）
を
依
頼
し
た
。

大
凧
の
題
字
は
毎
年

11
月
か
ら

12
月

に
か
け
て

市
民
か
ら
募

集
し
、
今
回
は

応
募
総

数
１
３
９
点
（
題

字
総

数
１
０

４
点

）
の

応
募
の

中
か
ら

同
実
行

委
員

会
の

審
査
に
よ
り

、
大
久
保

英
子
さ
ん

（
横
山
在
住
）
他
４
名
の
作
品
『
祝
政
』

が
選
ば
れ
た
。
こ
の
題
字
に
は
今
年
４

月
の

政
令
指
定
都

市
移
行

を
祝
し
、
将

来
の

発
展
に
期
待
を
込
め
て
と
の

思
い

が
託
さ
れ
て

い
る

と
い
う

。
『
祝
政
』

の
文

字
は
、
加

山
市
長
が
揮
毫
し
た
も

の
を
見
本
に
、
大
凧
に
赤
と
青
色
を
使
っ

て
描

か
れ
る

。
ま
た
佳

作
に
は

、
「
躍

風
」
「
相
模
」
が
選
ば
れ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
４
月

24
日
、

25
日
に

相
模
川
河
川
敷
や

新
戸
ス

ポ
ー
ツ
広
場

な
ど

で
政
令
指
定
都

市
移

行
を
祝
っ
て

行
な
わ
れ
る

『
風
と

大
地
の

饗
宴
』
で

も
、
大
凧
が
空
を
舞
う
。
両
日
は

子
ど

も
凧
揚

げ
大
会

や
日
本
各
地
の

凧
の
保

存
会
が
参
加
す
る
交

流
凧
揚
げ
大
会
な

ど
が
行
な
わ
れ
る
。

※
揮
毫
（

き
ご
う
）
＝
字

や
書
画

を

書
く
こ
と
。


